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５

監
査
報
告
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

監
事
の
監
査
の
方
法
及
び
そ
の
内
容

二

国
立
大
学
法
人
等
の
業
務
が
、
法
令
等
に
従
っ
て
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
及
び
中
期
目
標
の
着

実
な
達
成
に
向
け
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意
見

三

国
立
大
学
法
人
等
の
役
員
の
職
務
の
執
行
が
法
令
等
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
そ
の
他
当

該
国
立
大
学
法
人
等
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
及
び
運
用
に
つ
い
て
の
意
見

四

国
立
大
学
法
人
等
の
役
員
の
職
務
の
遂
行
に
関
し
、
不
正
の
行
為
又
は
法
令
等
に
違
反
す
る
重
大
な
事
実
が

あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
事
実

五

監
査
の
た
め
必
要
な
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由

六

監
査
報
告
を
作
成
し
た
日

（
監
事
の
調
査
の
対
象
と
な
る
書
類
）

第
一
条
の
三

法
第
十
一
条
第
六
項
及
び
第
二
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、法
、

準
用
通
則
法
（
法
第
三
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
国
立
大
学

法
人
法
施
行
令
及
び
こ
の
省
令
の
規
定
に
基
づ
き
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
書
類
と
す
る
。

（
子
法
人
）

第
一
条
の
四

法
第
十
一
条
第
七
項
及
び
法
第
二
十
五
条
第
七
項
に
規
定
す
る
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
法
人
は
、

国
立
大
学
法
人
等
に
適
用
す
る
会
計
の
基
準
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
公
示
す
る
国
立
大
学
法
人
会
計
基
準

（
第
十
三
条
第
三
項
並
び
に
第
十
六
条
の
四
第
三
項
第
二
号
イ
及
び
ロ
に
お
い
て
「
国
立
大
学
法
人
会
計
基
準
」

と
い
う
。）の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
立
大
学
法
人
等
が
議
決
権
の
過
半
数
を
保
有
し
て
い
る
会
社
等
と
し
て

連
結
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
会
社
と
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
国
立
大
学
法
人
及
び
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
（
以
下
「
国
立
大
学
法
人
等
」
と
い
う
。）」

を
「
国
立
大
学
法
人
等
」
に
改
め
る
。

第
十
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
を
削
る
。

第
七
条
の
二
中
「
法
第
三
十
五
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
」
を「
準
用
通
則
法
」

に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
八
条
中
「
法
第
三
十
五
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
」
を
「
準
用
通
則
法
」
に

改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
九
条
中
「
準
用
通
則
法
（
法
第
三
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
を
い
う
。以
下
同
じ
。）」

を
「
準
用
通
則
法
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
七
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
業
務
実
績
等
報
告
書
）

第
八
条

法
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
報
告
書
に
は
、
当
該
報
告
書
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
報
告
書
の

い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
項
目
ご
と
に
自
ら
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
記
載
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績
及
び
当
該
実
績
に
つ
い
て
自
ら
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
報

告
書

当
該
事
業
年
度
に
係
る
年
度
計
画
に
定
め
た
項
目

二

中
期
目
標
の
期
間
の
終
了
時
に
見
込
ま
れ
る
中
期
目
標
の
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績
及
び
当
該
実
績
に
つ

い
て
自
ら
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
報
告
書
並
び
に
中
期
目
標
の
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績
及

び
当
該
実
績
に
つ
い
て
自
ら
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
報
告
書

中
期
計
画
に
定
め
た
項
目

（
意
見
の
申
立
て
の
付
与
）

第
九
条

国
立
大
学
法
人
評
価
委
員
会
は
、
法
第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
評
価
を
決
定
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
国
立
大
学
法
人
等
に
意
見
の
申
立
て
の
機
会
を
付
与
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条
第
三
項
中
「
国
立
大
学
法
人
等
に
適
用
す
る
会
計
の
基
準
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
公
示
す
る
」

を
削
る
。

第
十
五
条
中
「
法
第
三
十
五
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
」
を
「
準
用
通
則
法
」

に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
事
業
報
告
書
の
作
成
）

第
十
五
条
の
二

準
用
通
則
法
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

事
業
報
告
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

国
立
大
学
法
人
等
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報

イ

目
標
、
業
務
内
容
、
沿
革
、
設
立
に
係
る
根
拠
法
、
主
務
大
臣
、
組
織
図
そ
の
他
の
国
立
大
学
法
人
等
の

概
要

ロ

事
務
所
（
従
た
る
事
務
所
を
含
む
。）の
所
在
地

ハ

資
本
金
の
額
（
前
事
業
年
度
末
か
ら
の
増
減
を
含
む
。）

ニ

在
学
す
る
学
生
の
数

ホ

役
員
の
氏
名
、
役
職
、
任
期
、
担
当
及
び
経
歴

ヘ

常
勤
職
員
の
数
（
前
事
業
年
度
末
か
ら
の
増
減
を
含
む
。）及
び
平
均
年
齢
並
び
に
国
立
大
学
法
人
等
へ
の

出
向
者
の
数

ト

非
常
勤
職
員
の
数

二

財
務
諸
表
の
要
約

三

財
務
情
報

イ

財
務
諸
表
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
概
要

ロ

重
要
な
施
設
等
の
整
備
等
の
状
況

ハ

予
算
及
び
決
算
の
概
要

四

事
業
に
関
す
る
説
明

イ

財
源
の
内
訳

ロ

財
務
情
報
及
び
業
務
の
実
績
に
基
づ
く
説
明

五

そ
の
他
事
業
に
関
す
る
事
項

第
十
六
条
中
「
法
第
三
十
五
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
三
十
八
条
第
四
項
」

を
「
準
用
通
則
法
第
三
十
八
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
準
用
通
則
法
第
三
十
八
条
第
四
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
書
類
）

第
十
六
条
の
二

準
用
通
則
法
第
三
十
八
条
第
四
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
連
結
貸
借
対
照
表
、
連

結
損
益
計
算
書
、
連
結
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
、
連
結
剰
余
金
計
算
書
、
連
結
附
属
明
細
書
と
す
る
。

（
電
子
公
告
を
行
う
た
め
の
電
磁
的
方
法
）

第
十
六
条
の
三

準
用
通
則
法
第
三
十
八
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ

の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
送
信
者
の
使
用
に
係

る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
の
提
供

を
受
け
る
者
の
閲
覧
に
供
し
、
当
該
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ

イ
ル
に
当
該
情
報
を
記
録
す
る
方
法
と
す
る
。

２

準
用
通
則
法
第
三
十
八
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
措
置
で
あ
っ
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
前

項
に
規
定
す
る
方
法
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
（
公
衆
の
用
に
供
す
る
電

気
通
信
回
線
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
記
録
媒
体
の
う
ち
自
動
公
衆
送
信
の
用
に
供
す
る
部
分
に
記
録
さ

れ
、
又
は
当
該
装
置
に
入
力
さ
れ
る
情
報
を
自
動
公
衆
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
を
い
う
。）を
使
用
す
る
も

の
に
よ
る
措
置
と
す
る
。

（
会
計
監
査
報
告
の
作
成
）

第
十
六
条
の
四

準
用
通
則
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

会
計
監
査
人
は
、
そ
の
職
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
者
と
の
意
思
疎
通
を
図
り
、
情
報
の
収

集
及
び
監
査
の
環
境
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
会
計
監
査
人
が
公
正
不
偏
の
態
度
及
び
独

立
の
立
場
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
関
係
の
創
設
及
び
維
持
を
認
め
る
も
の
と
解
し
て

は
な
ら
な
い
。

一

当
該
国
立
大
学
法
人
等
の
役
員
（
監
事
を
除
く
。）及
び
職
員

二

当
該
国
立
大
学
法
人
等
の
子
法
人
の
取
締
役
、
会
計
参
与
、
執
行
役
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
会
社
法
第

五
百
九
十
八
条
第
一
項
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
そ
の
他
こ
れ
ら
の
者
に
相
当
す
る
者
及
び
使
用
人

三

前
二
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
会
計
監
査
人
が
適
切
に
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
意
思
疎
通
を
図
る
べ
き

者
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